
いつまでも元気に暮らすために･･･

生活支援・介護予防

住まい

■在宅系サービス

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅等

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

■施設・居住系サービス

日常の医療：
・かかりつけ医 ・地域の連携病院
・歯科医療、薬局

地域の通いの場

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

通院・入院

通所・入所

病院：
急性期、回復期、慢性期

病気になったら･･･

医 療

介護が必要になったら･･･

介 護

■介護予防サービス

二宮町の地域包括ケアシステムの姿（案）

自治会・地区社協・老人クラブ・ボランティア・NPO 等

お互いさま推進協議会

医療・介護連携
（中郡医師会と介護事業所等）

認知症の人びとを支える社会づくり

認知症予防プログラム
早期発見・早期診断
適切な治療
認知症にやさしいまちづくり
（認知症サポーターやカフェ）

日ごろの活動の機会・人との交流の機会
声かけ・見守り・ちょっとしたお手伝い

介護保険事業者
連絡会

支援の質の向上
業種間のネットワーク作り
業務の効率化

地域ケア会議

個々の管理能力の向上
多職種ネットワーク
地域の課題整理

地域の課題解決力の向上

・行政
・社会福祉協議会

広報、普及啓発
活動支援、連携支援
人材育成、福祉サービス

健康づくり、交流、安否確認、いきがい、情報共有など



○凡例
・・・ 地域にある活動主体など

医療機関、介護事業所、それぞれの職域団体
地域包括支援センター、社会福祉協議会、行政
住民の活動など

・・・ 地域の活動主体の連携、ネットワークの事業など

・・・ 活動主体などの連携やネットワーク

「医療・介護連携」 中郡医師会、中郡訪問看護連絡協議会、介護保険事業者連絡会、地域包括
支援センター、行政で構成。医療・介護にかかる資源の把握、課題の整理、
研修、体制構築、普及啓発など。

「地域ケア会議」 居宅介護支援事業所、行政機関などを中心に民生委員や介護サービス事業
者、地域組織などで構成。生活上の課題に対する支援の質の向上、ネット
ワーク形成、地域課題の整理などを行う。

「認知症の人々を支える社会づくり」
医療機関、研修を受けた保健、医療、福祉の専門職、地域で活動する専門職
と地域住民、当事者などで構成。
日常的な認知症予防の取り組み、初期支援、継続支援、活躍の場作りなど。

「お互いさま推進協議会」
住民、住民組織、民間事業者、介護事業者、社協、行政など多様な主体で構
成。生活支援にかかる資源の把握、課題の整理、普及啓発、企画、実働など
を通し、地域の課題を解決する体制を創り出していく。
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